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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語教員を目指す学生および教授経験の乏しい新人の日本語教員が、
様々なレベル・進度のクラスを疑似体験できる日本語教員養成システムを目指し、特に言語と言語以外の要素を
関連させて教室内言語調整の学習が可能なwebシステムを開発した。webシステムには日本語学習者の能力に応じ
た教室内言語調整の練習および評価だけではなく、実習生が教授環境をより現実的に感じられるバーチャルな教
室の表示機能が含まれる。また、システム開発の一部として、言語と言語以外の要素を考慮して教室内言語調整
の評価ができる計算式を導出した。

研究成果の概要（英文）：In this research, The purpose of this study is to develop a Japanese teacher
 training web system that allows student teachers who has little teaching experience to simulate 
various levels and progress classes, and in particular, adjust language in the classroom associating
 language and elements other than language.The web system not only includes practice and evaluation 
of in-class language adjustment according to the ability of Japanese learners, but also includes a 
virtual classroom display function that allows the student teachers to feel more realistic about the
 teaching environment.In addition, as part of system development, I have derived a formula that 
allows evaluation of in-classroom language adjustment taking into account factors other than 
language and language itself.

研究分野： 日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後、国内において外国人材の増加が予想されているが、外国人材と国民とのコミュニケーションは、今後の日
本社会を考える上で重要な事項である。外国人材の日本語に関しては当然日本語教育者が最前線で指導を行うた
め、教育者の質の向上および効率的な養成は、社会状況を踏まえると喫緊の課題である。教授経験のない実習生
に、言語以外の要素も考慮した総合的教室シミュレーション体験を可能にしすることが本研究課題の特色であ
る。これにより、実習授業の学習効果を大きく高め、より実践に役立つ人材を数多く養成することが可能とな
る。また、新人の日本語教員にも有益性が考えられることから、さらに広く日本語教育界に貢献するものとな
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 大学の日本語教員養成課程及び民間の日本語教師養成講座では、実践的な教授能力を養成す
るため、履修学生が実際に教室で日本語を教える機会を設け、実習授業を実施している（坂口 
2005）。さらに、短時間の実習授業だけではなく、海外あるいは国内の日本語教育機関において
数週間に渡り 10 時間以上の教育実習を実施する養成課程もある。これは実際の教授能力重視の
流れであり、実践を養成課程・養成講座に組み込むことの重要性が日本語教育界で広く認識され、
浸透しつつあることを示している（日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議 2000）。 
しかし、日本語を教えた経験のない学生（以下、実習生）にとって、短時間であっても模擬授

業を行うことは容易でなく、その準備には膨大な時間と労力を要する。この準備作業自体に実習
授業としての学習効果があると考えられるが、実習生の多くは想定される日本語学習者のレベ
ル及び教科書の進度に合わせた授業を構成することが難しい（平田 2008）。さらに、教具の使い
方や自分の動きを含めて、授業をイメージし、準備を行うことは困難を極める。そのため、実習
授業において対象学習者が理解できない語彙、文型を多用した説明や指示が行われ、学習者を混
乱させることで授業が停滞することもある（丸山 2011）。また、言語以外の要素に意識が及ばな
いことから、教師の動きや教具の存在を考慮せず、言葉だけで授業を進めようとする実習生も多
い。しかし、学習者のレベルによっては、言葉だけの説明では不十分であり、教師の身振り手振
りといった言語以外の要素も、重要な役割を果たしているのが実際である。  
以上のことから、貴重な実習授業をより学習効果の高いものにするためには、実習授業の実施

前に実際の授業で考慮されるべき事項（言語・非言語を含む）に関する意識を高め、それを踏ま
えて授業準備ができるようになる総合的支援が必要である。言語的側面に特化した支援研究と
しては、Teacher Talk Trainer（歌代 2014）と「これやさしいか」（伊藤他 2014）というシス
テムが開発されている。しかし、これらのシステムは非言語的要素が考慮されておらず、実際の
授業をシミュレーションするという観点からは不十分と言わざるを得ない。このように、総合的
支援に関する研究およびシステム開発は行われていないことから、日本語教員養成における実
践重視の傾向を考えると早急に取り組むべき課題と言える。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本研究では日本語教員を目指す学生および教授経験の乏しい新人の日
本語教員が、様々なレベル・進度のクラスを疑似体験できる日本語教員養成システムを開発する
ことを目的とする。教室における言語調整に関する支援に加え、言語以外の要素にも着目し、総
合的教室シミュレーションが可能な e ラーニング環境の構築を目指す。具体的には、言語的要
素（どのように説明するか）に加えて、言語以外の要素（教師の身振り手振り、説明に使用する
物など）も含めて授業体験ができるバーチャルな日本語教室を web 上で構築する。 
 
３．研究の方法 
 上記目的を達成するため、本研究では主に 2つのことを行った。 
（1）バーチャル教室を既存のティーチャートーク支援システム（T3）に組み込む。 
（2）言語と言語以外の要素を関連させてティーチャートークを評価しフィードバックを返す

ために必要な評価式の開発。 
（1）バーチャル教室 
 バーチャル教室は言語と言語以外の要素を考慮してティーチャートークの練習をするために
必要な機能である。システムの利用者である実習生の利便性を考えて、既存のティーチャートー
ク練習支援システムである T3 の中にバーチャル教室を表示することとした。これにより、教授
の際に考慮すべき教師の立ち位置や教具等を考慮しつつ、または言語と非言語を関連させて、言
語調整の練習ができるようになる。本機能は Unity で 3D 教室環境と 3D の教師役を配置した。
教師役のアバターの配置は、実習生が実際に教えるときの状況を想定しやすくなると考えたた
めである。 
（2）評価式 
 評価式は実習生が入力したティーチャートークを言語と言語以外の要素を組み合わせて、そ
の適切さを評価し、フィードバックを返すために不可欠なものである。ティーチャートークの適
切さを判定する式は未だ存在しないため、開発の必要がある。本来、評価式の開発には膨大なコ
ーパスが必要であるが、本研究ではまず、言語と言語以外の要素を組み合わせた評価が可能なの
か明らかにすることが重要と考え、小規模コーパスでその可能性を検討することとした。小規模
なデータで評価式の有用性が確認できれば、さらに大きなコーパスを構築する意義が見出せる。 
 具体的には、73 ケースの採点済み教案をデータベースとし、日本語教師が行った「評価」を
予測する式を導出した。目的変数を「評価」，説明変数を「既習語彙割合」，「既習文型割合」，「一
文あたりの述語数」，「ターンの交代回数」，「総文節数」，「括弧内文節数」の６変数として重回帰
分析を行った． 
 
４．研究成果 
（1）バーチャル教室について 
 図 1、図 2 が開発したバーチャル教室の環境である。図 3 はバーチャル教室を既存の T3 には
め込んだスクリーンショットである。 



 
これにより実習生は教授の際に考慮すべき教師の立ち位置や教具等を考慮しつつ、言語調整の
練習が可能となる。学習者はバーチャル教室環境の教師を教室下に配置されたボタンから操作
することができる。現時点までに実装した教師の行動は、「挨拶」、「考える」、「渡す」、「当てる」
である。今後開発を継続することで、教師の動作のバリエーションを増やしたい。 
 
（2）評価式について 
サンプル数 73 で目的変数を「評価」とし、6 つの説明変数による重回帰分析（ステップワイ

ズ法、変数の導入/除去基準：F = 2.0）を行った。その結果、表 1 の Model4 が得られた。また、
分岐限定法によるモデル選択を 1000 ブートストラップ実施したところ表 2 に示す結果が得ら
れた。Model4 と選択された変数が同一のモデル a（「一文あたりの述語数」，「括弧内文節数」，
「ターンの交代回数」，「既習文型の割合」）が最も多く選択されていることがわかる（34.3%）。 
モデル全体の有意性を分散分析で検定した結果、p < .01 で有意であることが示された。Model4

における各説明変数の標準偏回帰係数（β）は、一文あたりの述語数で β＝-.267, p < .014、括弧内
文節数で β＝.422, p < .000、ターンの交代回数で β＝.210, p < .013、既習文型の割合で β＝.230, p 
< .014 であり、いずれの変数も有意であった（表 3）。また，許容度に 0.1 以下を示す変数はなか
ったため、多重共線性は発生していないと判断した。Durbin-Watson の値は、1.790 であり、各
説明変数における残差の独立性に問題はないと判断した。Model4 の重回帰式を以下に示す。 

Y = -0.54X1 + 0.024X2 + 0.046X3 + 1.658X4  + 1.307 
Y = 評価 
X1 = 一文あたりの述語数 

X2 = 括弧内文節数 

X3 = ターンの交代回数 

X4 = 既習文型の割合 
 この式の決定係数は、R2 = .651（調整済み R2 = .630）であり、ある程度の説明力があることが
示された。 
 

図 1 バーチャル教室環境（立ち） 図 2 バーチャル教室環境 
（手を挙げる） 

図 3 T3 内に位置づけたバーチャル教室環境 
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表 1 重回帰分析の結果 

Model 1 Model 2 Model 3 Model 4

変数 B SE B β B SE B β B SE B β B SE B β

定数 4.273 .276 3.240 .331 2.534 .435 1.307 .640
一文あたりの述語数 -1.370 .176 -.678 -1.038 .171 -.514 -.816 .190 -.404 -.540 .213 -.267
括弧内文節数 .022 .005 .391 .025 .005 .438 .024 .005 .422
ターンの交代回数 .045 .019 .205 .046 .018 .210
既習文型の割合 1.658 .654 .230
AIC 187.249 169.885 165.966 161.336

.460 .586 .618 .651
調整済み .452 .574 .601 .630
F値 60.432 49.470 37.139 31.648
p値 .000 .000 .000 .000
n  = 73

表 2 分岐限定法によるブートストラップの結果 

モデル
記号

既習語彙
割合

既習文型
割合

一文あたり
の述語数

ターンの
交代回数

総文節数
括弧内
文節数

選択頻度 AIC

a - + + + - + 343 161.336
b + - + + - + 88 164.723
c + - + - + + 71 168.394
d + + + + - + 64 162.775
e - + + + + + 61 162.681

表 3  Model 4 の概要 

B SE B β ｔ値 p値 偏F値 許容度 VIF
定数 1.307 .640
一文あたりの述語数 -0.540 .213 -.267 -2.535 .014 6.364 .463 2.160
括弧内文節数 0.024 .005 .422 5.182 .000 26.895 .775 1.290
ターンの交代回数 0.046 .018 .210 2.551 .013 6.574 .761 1.315
既習文型の割合 1.658 .654 .230 2.534 .014 6.465 .621 1.609
n =73, Durbin-Watson = 1.790
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